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コロナ感染予防に寄せて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

兵庫県立盲学校同窓会　会長　大村耕治

私の好きな言葉に、ガンジーの次のような言葉があります。

「明日死ぬと思って生きなさい。永遠に生きると思って学びなさい。」

私たち鍼灸マッサージ師にとって、学ぶことの大切さを教えてくれていると思います。

　昨年９月校祖墓参に８名で行ってきました。コロナ感染対策のためジャンボタクシー２台に分乗して行きました。

予算関係につきましては曙に詳細が載っていますのでご覧ください。質問があれば事務局までご連絡くださればお答えさせていただきます。

　今年も新型コロナウイルスのため同窓会の総会及び親睦会は残念ながら中止とさせていただきました。来年こそは同窓会会員の皆様とお目にかかれるのを楽しみにしております。

同窓会報「曙」に寄せて
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兵庫県立視覚特別支援学校長　上井　昌好　
同窓会の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、平素より本校教育の推進にご理解ご支援を賜り、厚く感謝申し上げます。
私は、このたびの人事異動により、前校長の後任として着任しました。前任校も神戸地区での勤務でしたので、伝統ある県立視覚特別支援学校のことは承知しておりました。山陽電車滝の茶屋駅から歩いて５分という交通至便な地であること、学校周辺には静かな住宅地が広がり、さらに校舎の４階からは明石海峡、淡路島を一望することができるなど、恵まれた環境に加え、創立１１５年を超える歴史と伝統のある県立視覚特別支援学校に着任できたことをとても嬉しく思っております。
さて、今年度本校に在籍する幼児児童生徒数は、幼小学部１７名、中学部１４名、高等部本科普通科１６名、高等部理療系学科１２名の、合計５９名が在籍しております。
全国的に在籍幼児児童生徒数が減少する中、昨年より若干増加しております。校門の桜が美しい４月８日始業式、入学式が挙行され、令和３年度が始まりました。

ゴールデンウィークを前に3度目の緊急事態宣言が兵庫県に発令されました。本校においても新型コロナウイルス感染症に対しての警戒度をこれまでより高めて感染防止対策を行い、学習活動や学校行事等を工夫し、さらに丁寧かつ安心・安全な学校経営を行いたいと考えております。そして、幼児児童生徒のそれぞれの成長を皆様と喜び合う一年にしたいと願っております。
本校が歴史と伝統を生かし、さらに新しい時代への対応と地域の期待に応える学校として、充実した教育活動を展開するためには、同窓会のお力添えが必要です。今後とも本校教育活動に対するご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
母校だより　「コロナ禍での近盲行事について」

兵庫県立視覚特別支援学校　今井 裕二

　同窓会の皆様、こんにちは。コロナ禍による様々な生活上の制限が続いていますが、無事にお過ごしでしょうか？

　昨年３月、全国的に発令された緊急事態宣言以来、感染流行と終息を繰り返していますね。今年度兵庫県では、４月２５日から６月２０日まで４度目の緊急事態宣言となりました。母校では感染対策を徹底しながら授業を続けていますが、対外的な行事については、ほとんどが中止となっています。５月２１日の同窓会理事会、６月１１日の同窓会総会も残念ながら２年続けて中止となってしまいました。そのような状況ですが、工夫をしながらの生徒交流の場である近盲行事を２つご紹介します。

①    近生連定例委員会

　同窓生の皆様の中で、生徒会役員をされた方には懐かしい行事ではないでしょうか。今年度は通常であれば福井盲学校を主幹校として、６月４日に生徒会役員が参加する予定でしたが、今回は本校の教室からＺＯＯＭを利用してのリモート参加をしました。理研部長の井上侑那さん（専保２年）は、「音声が途中で途絶えたりするトラブルがあったり、カメラの前でじっとしているのはしんどかったけど、学校から気軽に参加できたのはよかった。」との感想があり、リモートでも他校の生徒との交流の場に生かしていけると実感しました。

②    近盲弁論大会

　この大会には、各学校から２名ずつ選出された生徒が参加します。本校では校内弁論大会で上位の評価を受けた生徒が学校代表となります。今年度は校内弁論大会、近盲弁論大会ともにリモート開催となりました。校内弁論大会は、通常であれば体育館で中学部と高等部の弁士が壇上から職員・生徒等の聴衆に向かって発表します。しかし、今回は密を避けるために弁士は放送室から発表し、審査員や職員、生徒達は各教室で校内放送を聴取する形で行いました。そして、近盲弁論大会は和歌山盲学校で開催される予定でしたが、今回は事前にそれぞれの学校で録画した弁論を送付し、別日にリモートで審査会議を行うこととなりました。本校代表としては、近藤音花さん（普３年）と髙橋日菜子さん（普３年）が選出され、放課後に周りの音が入らないように窓を閉めた蒸し暑い体育館で奮闘している様子を撮影しました。その結果、近藤さんが３位、髙橋さんが４位、そして団体の部では、２大会続けての優勝となりました。弁士の皆さんは、目の前に聴衆がいない普段の大会と異なった環境に戸惑うことが多かったことと思います。
皆さんの頑張りに対して拍手とともに、来年こそは、通常の弁論大会が開催されることを切に願っています。

令和２年度　事業報告

　

５月２２日（金）　監査会（５月２日（土）さつき作業所にて実施）

　　　　　　　　　理事会（中止）

６月１４日（金）　同窓会総会、親睦会（中止）

８月２４日（月）　会誌「曙」第７９号発行

（墨字274部、点字231部、合計504部）

９月１８日（金）　校祖墓参（参加者８名）

令和２年度　兵庫県立盲学校同窓会　会計報告

省略

　　　　　　　　　　　令和３年度　事業計画

５月２１日（金）　監査会（４月１７日実施）、理事会（中止）

６月１１日（金）　同窓会総会、親睦会（中止）

８月　下旬　　　　会誌「曙」８０号発行

９月２４日（金）　校祖墓参

令和3年度　兵庫県立盲学校同窓会　会計予算（案）

省略

令和３年度人事異動等一覧

離任者

校長　　　　　　　　　　 長谷川啓輔　 退職

教諭（再任）　　　　　　上垣内愛子　 再任用終了

主任実習助手　　　　 井原　里香　 退職

臨時講師　　　　　　　 田﨑　幾美　 退職

業務支援員　　　　　　大西　秀輝　　退職

教頭　　　　　　　　　　 西盛　康子　　県立芦屋高等学校

教諭　　　　　　　　　　藪本　明広　　県立のじぎく特別支援学校

教諭　　　　　　　　　　山本　秀俊　　県立芦屋特別支援学校

教諭　　　　　　　　　　中島　生子　　県立神戸特別支援学校

教諭　　　　　　　　　　赤井　祐亮　　県立西神戸高等特別支援学校

教諭　　　　　　　　　　小泉　　香　　 県立姫路特別支援学校

主任寄宿舎指導員　 満尾　  薫　　県立神戸聴覚特別支援学校

主任    　　　　　　　　田中　順久　　県立明石北高等学校

臨時講師　　　　　　　 森田　潔徳　　県立のじぎく特別支援学校

寄宿舎指導員　 　　　佐藤　 　圭　　県立神戸聴覚特別支援学校

講師（非常勤）　　　　 油谷　英俊　　北海道立札幌視覚支援学校

新着任者

校長    　　    上井　昌好　　  県立神戸商業高校

教頭    　　    橋本　文子　　  県立明石清水高校

教諭    　　    廣瀬　悟郎　　  県立神戸聴覚特別支援学校

教諭    　　    圓井　健史　  　加東市立東条中学校

教諭    　　    福田　圭子　  　県立芦屋特別支援学校

教諭　　　　     濱田　剛史　　  県立西はりま特別支援学校

教諭    　　    米村麻祐子　　　県立こやの里特別支援学校

教諭    　　    下村　卓治　　  初任

教諭    　　    勘如　真未　　  初任

教諭    　　　　　小塩瑠知亜    初任

教諭    　　　　　立川　　 遼　　　初任

臨時講師　　　　　向井　有紀　　　県立西神戸高等特別支援学校

臨時実習助手　　川上　里佳　　　新規

事務職員　　　　　宇久　　望　　　 初任
主任寄宿舎指導員　　桜井みゆき　　県立高等特別支援学校

寄宿舎指導員（臨）　　東野　克己　　県立神戸聴覚特別支援学校

寄宿舎指導員（臨）　　田本　祐美　　県立神戸聴覚特別支援学校

会員消息

省略

　　　　　　　　　

令和２年度　新会員紹介

省略

――――――――――　編集後記　――――――――――

　皆様には、いかがお過ごしでしょうか。新型コロナウイルスの蔓延で大変なことですが、一日も早く収束することを願うばかりです。

今年もコロナ禍の中、会誌発送作業が困難な状況でしたが、皆様のご協力により例年どおり発送できました
兵庫県立視覚特別支援学校　神吉信博

〒６５５－０８８４

神戸市垂水区城が山　４－２－１

兵庫県立視覚特別支援学校内

兵庫県立盲学校同窓会　　TEL　０７８－７５１－３２９１

